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Tutuba語 の 歯茎 閉鎖音 と 〔n〕に ついて― 音 韻論 的観 点 か ら　
内藤 真帆
目的
 ヴァヌ アツ共 和 国のTutuba語/d/は、 〔nd〕 と唯 一 の先行研 究で表 記 され てい る
が、この先 行研 究が1976年 とお よそ25年 前 に出版 され て い ることか ら、これ が今 日ど
の よ うに発 音 されて い る音で あるのかを考察す るこ とにす る。 この音 は通常そ り舌で あ
ると考 え られ るが 、Tutuba周 辺 に/d/音 をlinguol―labialと い う舌 と上唇 で調音 す る
言語 が存在 す るた め、その 可能性 を考 慮に入れ て検 証す るこ とを本 発表 の 目的 と した。
仮定




3のdentalは 、私 が視 覚 による観 察か ら導いた仮 定 で あ り、 これ は舌が上 の歯裏 に
べ つた りとくっつ いて いた こ とに起因す る。
方法
 Tryonの 先行研 究 に よ り、〔nd〕の音が使用 され て い ると され るTutuba語 の単語 を
い くつかイ ン フォーマ ン トに発音 して も らった。イ ンフォー マ ン トは、Tutuba島 出身
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を実 際に流 し、 この 〔nd〕 とい う音 が どの よ うに発 音 され て いた か 、図 をま じえて説
明 した。 また 、比較 の参 考 と してlingu(》labialの 場合 とretroflexで 発 音 され た場合 の
音 を発音 した。 加 えて、顔 の断面図 を描 き、この二つの調音 位 置 を示 す と共 に、dental
と考 え られ る根 拠 を、顔 の断面 図 を描 いて説 明 した。
結果
 イ ンフォーマ ン トが発 音す る際の舌の位 置 は、―ヒ唇に は全 く接 して いない が、歯裏 に
べ った りと接 してい る こ とが観察 された。 ゆえに、舌先 は少 々そ って い る感 もあ るが、
少 な くともlinguo―labialで ない ことは明 らか になった。仮 に 〔nd〕音がretroflexで あ
るな ら、調 音点 が よ り後退 した位置 であ るよ うに思 われ るが 、現段 階 で この仮 定を消去
す るには十 分 な資 料 がな く、 この問題 に関 しては今後 調査 を重 ね る必要 が ある。
 本 論文 集 に寄稿 した原稿 の3.1.1。 では、スペ ク トログ ラム を用 いて この音 の分析 を
試 み 、〔nφ〕 とそれ に後続 す る母 音のF2, F1, F2-F1値 が描 く曲線 を、 linguo-labialの
曲線 と比較 した結 果 、 この音がlinguo-labialで はない と実証 的 に示 した。
課題
この音の厳密な調音点 と共に、音韻論的な観点からバ リエーシ ョンがあるかを調べる。
質疑 応答(敬 称略)
向山(コ メンテーター): 先行研究の中で 〔nd〕が どのよ うな環境で生起す るかを
調べ る必要性があるのではないか。また、先行研究の研究 とい う域 をでていないので、
さらに広が りのある研究が必要だろう。
三谷先生; もともと存在 していたそ り舌音が使用 されなくなった とい うような通時
的変化はないのだろ うか。そ り舌音がそもそも存在 していたものの、それがdentaiに 、
とい うような変化があれば、それらが 自由変音 として生 じることは考えうる。それなら
ば、丁寧に発音 されるとき、そり舌である可能性は否定できない。また、どの母音が後
続す るか も関係するだろ う。"蟻"と い う単語では 〔n〕に 〔d〕が後続 していたので、初
めは鼻音で発音 されてお り、それがそ り舌に変化 したとい う可能性は無いのだろうか。
無声音である/t/に ついても調べると面 白いかもしれない。
内藤: これから通時的な変化もProto Oceanicと 比較 しなが ら調べていきたい。
